
　

  安定的に提供し、持続可能な未来の実現に貢献するために、

　 組織全体の知識共有と品質意識の向上を実現する

品　質　方　針
ISO 9001：2015

  顧客および社会に対して価値ある製品・サービスを

  品質の継続的改善とプロセスの最適化を追求する。

1．外部・内部の変化を定期的に分析し、リスクと機会の明確化と

2．業務プロセスの連携強化とデジタル技術の活用により、

　　環境負荷低減と業務効率の両立を目指す
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　　それに基づく品質改善計画を策定し、PDCAサイクルを徹底する

　　　上記「品質方針」の有効性を向上させるために、次の事項を実行する。

再発防止策の実行と効果検証を通じて品質の安定化を図る

4．IT活用による業務の自動化・効率化を図り、ナレッジマネジメントを通じて、
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3．クレームの根絶に向け、要因分析と真因特定を徹底し、
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　　上記「品質方針」の有効性を向上させるために、次の事項を実行する。

１．外部・内部の変化を定期的に分析し、リスクと機会の明確化とそれに基づく品質改善計画を

　　策定し、PDCAサイクルを徹底する

品質の継続的改善とプロセスの最適化を追求する。

２．業務プロセスの連携強化とデジタル技術の活用により、環境負荷低減と業務効率の両立を目指す

３．クレームの根絶に向け、要因分析と真因特定を徹底し、再発防止策の実行と効果検証を通じて

顧客および社会に対して価値ある製品・サービスを

安定的に提供し、持続可能な未来の実現に貢献するために、

２０２５年　　９月　２１日　改訂

　　知識共有と品質意識の向上を実現する

株式会社　精　　　研

　代表取締役社長　　　辻󠄀　武寿

　　品質の安定化を図る

４．IT活用による業務の自動化・効率化を図り、ナレッジマネージメントを通じて、組織全体の




